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成 果

構築した解析手法はハウスの運用改善や作型検討、保温・蓄熱方法等の技術開発に活用されます。

環境地質本部 地質研究所
経常研究

・農業用ハウスでは、栽培時期の拡大や暖房コストの削減が課題です。
・ハウス内の温度と暖房コストを予測する手法は確立されていません。

１ ハウスの各種運用を考慮できる解析手法の構築

加温時の暖房コストや無加温時の室温を予測

2 暖房コスト削減方法の提案

植物の育成に必要な日射を確保しつつ、暖房コ
ストを削減する保温カーテンの使用方法が明ら
かとなった。

道総研 建築研究本部 北方建築総合研究所

協力機関：花･野菜技術センター
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栽培時期を長く、暖房費も抑えられる農業用ハウスの運用方法

期待される効果

時々刻々の温度や熱の流れの内訳を計算する手法を構築

床面積 ：240m2

計算地点：旭川市
使用期間：3～10月
灯油単価：80円/L
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 温度やカーテン・窓の開放の条件を自由に設定可能

 無加温時の室温挙動も予測可能

 植物からの蒸発散による熱移動を考慮可能
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解析で扱う熱の流れ
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暖房設定
昼間：18℃
夜間：12℃
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暖房コストは低減
したが日射不足

暖房コストを低減
しつつ日射確保

いちご栽培を想定
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問い合わせ：道総研 北方建築総合研究所 電話：0166-66-4211


